
なお、本セミナーは医学系研究科を対象とした大学院特別講義としても実施します。
大学院生は、当日配布されるレポート用紙に講義概要等を記述し、提出してください。

日　時 ： 平成３０年 ４ 月１３日（金） １８：００～
場　所 ： 医学部  基礎第１講義室（総合教育棟２階）

◆お問い合せ : プロテオサイエンスセンター  無細胞生命科学部門　内線 ：（８）８５３０（澤崎）　　
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　C型肝炎ウイルス(HCV)に感染すると高率に慢性化し、やがては肝細胞癌を発症することが知られています。

近年開発されたDirect-Acting-Antivirals (DAAs)と呼ばれる抗ウイルス薬の開発により、多くのHCV感染者から

HCVを除去することが可能となってきました。しかしながら、高額な医療費や耐性ウイルスの出現等の多くの問

題が残されており、HCVの基礎生物学的研究は重要なテーマであると考えています。

 HCVのコア蛋白質は感染性ウイルス粒子を形成する「殻」としての働きがあります。また、コア蛋白質を肝臓で

発現するトランスジェニックマウスは脂肪肝を経て、肝細胞癌を発症することから、コア蛋白質は粒子形成だけ

でなく病原性への関与も考えられています。HCVのコア蛋白質は宿主のシグナルペプチドペプチダーゼ(SPP)

によって切断されて成熟します。私たちは、これまでにSPPによるコア蛋白質の切断の意義を検討し、コア蛋白

質がSPPで切断されて成熟することは、HCVの粒子形成や病原性発現に重要であり、SPPにより切断されない

コア蛋白質はプロテアソームによって速やかに分解されることを見出しました。

　本セミナーでは、私たちがこれまでに明らかにしてきたHCVコア蛋白質の性状を紹介させて頂きます。

愛媛大学プロテオサイエンスセンター 　TEL：089-927-9686  
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このたび、プロテオサイエンスセンタ－無細胞生命科学部門主催のセミナー＆大学院特別講義を
開催いたします。皆様のご来場心よりお待ちしております。
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